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研究要旨 

近年のうつ病の急増は、地域社会・産業界・教育現場を問わず、深刻な社会問題と化してい

る。精神疾患の診断は医師が症状を診ることによりなされており、客観的な検査等による診断法は

未だ確立しておらず、精神科臨床、精神科以外の診療あるいは健診でも有用なバイオマーカー

の開発が急務となっている。本研究は、安静時機能的 MRI（resting-state fMRI [rs-fMRI]）お

よび構造MRIを用いて、気分障害の客観的な診断に有用な脳機能・構造評価システムを構築し、診

療場面における補助検査として実用化することを目的とする。 

うつ病・双極性障害・統合失調症の患者について、MRI検査を行うとともに、その背景を明らか

にするために遺伝子データ収集を行い、その結果にもとづいてMRI検査による標準化された補助診

断システムを構築し、構築したシステムを診療場面で実用化できるよう完成度を高めてその有効性

の実証を行う。 

本研究は診療場面での実用化を目指すため、多施設において共通化したMRIプロトコルと臨床指

標が必要となる。今までは、各施設で独自のプロトコルや臨床指標を使っていたため、共通化する

ことが困難であるという問題点があった。初年度、研究代表者の元で、各施設がそれぞれ用いてい

たMRIプロトコルと臨床指標を持ち寄り、班会議にて議論を重ねて共通のMRIプロトコルと臨床指

標を作成した。その内容に関しては、研究代表者がまとめたものとして、報告する。 

また、サンプル収集を中心とする分担施設と解析を中心とする分担施設が共同して研究を推進す

る体制となっており、大阪大学では気分障害12例と年齢・性別のマッチした健常者24例のrs-fMRI

データを分担施設である国立精神神・経医療研究センターに送付した。解析結果は、国立精神神・

経医療研究センターより、報告される予定である。 

現在、共通のプロトコルと臨床指標を用いて、データ収集を精力的に進めている。このような研

究は、気分障害の新たな診断補助法の開発に役立つものと考えられる。 

 

A． 研究目的 

近年のうつ病をはじめとする気分障害の急増

は、地域社会・産業界・教育現場を問わず、深刻

な社会問題と化している。精神疾患の診断は、医

師が症状を診ることによりなされており、客観的

な検査等による診断法はいまだ確立したとはい

えない。現在、DSM-IV や ICD-10 による操作的診

断法が汎用されるようになってきているが、従来

の外因、内因、心因の原因を想定した診断法が実

際の臨床場面では有用な場合が少なくない。気分

障害の診断は症状に基づいて行われ、過去の躁病

エピソードを本人が認識していない場合や、将来

双極性障害を呈する可能性があってもうつ病エ

ピソードしか呈したことがない場合、うつ病と診

断されうる。陽性症状が微弱でうつ症状が前景に

たつ発症臨界期の統合失調症患者も、うつ病と誤

診されやすい。これらの患者に抗うつ剤を投与す

ると、躁・精神病状態や自殺関連行動のリスクが

ある。したがって、気分障害患者の鑑別診断補助

を行うバイオマーカーの必要性は高い。 

本研究は、オールジャパン体制の連携によりど

の施設でも施行可能となるような、うつ症状を呈

する気分障害であるうつ病と双極性障害の鑑別

診断や、統合失調症との鑑別診断に資する MRI 検
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査法の実用化を目的とする。 

 

B．研究方法 

 うつ病、双極性障害、統合失調症、健常者につい

て、3 次元脳構造画像、rs-fMRI の撮像を行い、ゲ

ノムサンプルを収集した。 

 3 次元脳構造画像と rs-fMRI のプロトコルを持ち

寄って、議論を重ねて、共通プロトコルの作成を行

った。臨床指標についても、プロトコルを持ち寄っ

て、議論を重ね共通指標を作成した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、精神疾患患者を対象とした遺伝子解析

研究である。試料提供者およびその血縁者の遺伝的

素因を研究するため、その取り扱いによっては、さ

まざまな倫理的、社会的問題を招く可能性がある。

したがって、文部科学省、厚生労働省、経済産業省

告示第１号の「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関す

る倫理指針」を遵守した研究計画書を作成し、研究

施設での倫理委員会において承認を受けた上で研

究を行った。試料提供者への説明とインフォーム

ド・コンセント、個人情報の厳重な管理（匿名化）

などを徹底させた。また、遺伝子解析研究において

は、大阪大学倫理審査委員会において承認を受けて

いる。 

本研究の説明を行う過程や試料等提供の過程で、

強制的な態度や同意の強要をしないことはいうま

でもない。試料提供の依頼を拒否したからといって、

診療行為等に不合理または不公平なことが行われ

ることは全くない。また、同意はいつでも文書によ

って撤回することができ、その場合、試料等は廃棄

される。治療中の患者様に関しては、試料提供を依

頼することが主治医によって不適切であると判断

された場合は、試料提供の依頼は行わない。 

 

C．研究結果 

まず、本研究の基盤となる被験者のリクルートと

サンプル収集を行った。その結果、現在保有してい

るサンプル数は、気分障害12例、統合失調症70例、

健常者130例である。 これらに関しては、三次元脳

構造画像、rs-fMRI 画像、ゲノムサンプルのすべて

がそろっている。この中から、気分障害 12 例と年

齢・性別がマッチした健常者 24 例の rs-fMRI 画像

データを、国立精神・神経医療研究センターに送付

し、解析法の開発に用いている。 

臨床指標に関しては、SCID、HAMD、YMRS、エジン

バラ利き手尺度、SES、JART、GAF、スタンフォード

眠気スケールなどを共通化指標として用いること

を、会議において決定し、各臨床指標を記載する様

式も作成した。具体的な内容については、研究代表

者からまとめとして報告する予定である。 

 

D．考察 

 今まで、精神医学研究においては、各施設での検

査方法や臨床評価方法が異なるため、大規模な多施

設共同研究は難しかった。よって、今回、本邦の脳

画像研究の中核的な研究機関が集まって、方法論の

統一を行ったことは、画期的であると言える。今後、

共通化した方法論を用いた成果が得られることに

より、実用化に近づくことができると考えられる。 

 

E．結論 

我々は、共通化したMRIプロトコルと臨床指標の

作成を行った。まだ、十分な成果は得られていない

が、残り2年間継続して研究を行うことによって得

られると考えられる診断補助法は、医療行政上、大

変有意義であり、国民の保健・精神医療において多

大なる貢献ができると考えられる。 
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